
設立にあたり「つながり・支え合い・ひとづくり」

このたび、関係人口創出のため、神林５地域のまちづくり協議会と
神林地域活性化協議会が連携し、地域内外を問わず子供から大人まで
魅力的な地域の元気な姿を発信して、今後の関係人口に繋がる地域づ
くりを進めるため、関係人口創出事業実行委員会の設立に至りました。
人口減少や少子高齢化社会から集落や地域の行事など維持できない

状況の中で「地域づくり・集落づくりをどの様に進めていくのか」と
云う大きな課題解決の一つとして、「つながり・支え合い・ひとづく
り」の創出が喫緊の課題と考えております。

神林地区の現状を申しあげますと、平成20年の市町村合併時では人口が10,135人でしたが、
本年（令和2年）４月現在、8,509人で、約10年間で1,626人が減少しています。この数字は、
現在の西神納地域の人ロ「1,517人」に匹敵するたいへんな人口減少となっております。
65歳以上の高齢化率では、平成20年が29.8％でしたが、本年は38.62％と12年間で約９％

上昇しています。
３年程前に神林５地域のまちづくり協議会で実施した神林地区内の中学生以上全員を対象とし

た調査では、75.8％と高い回収率の調査でしたが、調査結果では、今後神林地区を担っていく若
い人や子育て世代の人は、地区への関心、愛着や地元への定住志向が、たいへん低く若い世代ほ
ど地域離れの傾向が大きくなってきている現状にありました。
今後、内から外への多様な発信を行うことで、「神林のファンづくり」や「応援隊」に是非つ

なげて参りたいと考えております。この事業は、すぐ目に見えて結果が出るものではありません
が、継続は力です。定着化や恒常化することで、良い結果が出てくるものと思っております。
特に、この事業で一番大切なことは、気持ち同士のつながりや神林に対する想いが、個人的な

人間関係なども極めて重要です。「個人的なつながり」から「地域のつながり」へと、関係人口
と呼ばれる地域外の人材が地域づくりに加わって、神林地域の将来の担い手となるよう期待して
おります。
このたび、趣旨に賛同を得て、共催には、JAかみはやし・神林商工会・NPO法人希楽々、オ

ブザーバーには、国土交通省北陸地方整備局羽越河川国道事務所・新潟県村上地域振興局に、ご
指導ご協力に深謝いたします。
今後とも、多くの皆さん方のご協力によってネットワークが広がっていくことを願っておりま

す。地域の皆さんのご理解とご協力を切にお願い申しあげます。

「＃うぇるかみing」とは、「ウェルカム♪かみはやし♪カミング（来るの進行形）」の略語
で、移住した「定住人口」や観光に来た「交流人口」でもない多様に関わる人々を指します。

世間では、「関係人口」と呼ばれており、神林地区へ来ていただける「＃うぇるかみing」を
獲得するため、神林地区関係人口創出事業実行委員会を立ち上げました。

ところで、皆さん「関係人口」って知ってますか！？

地方圏は、人口減少・高齢化により、地域づくりの担い手不足という課題に直面していますが、
地域によっては若者を中心に、変化を生み出す人材が地域に入り始めており、「関係人口」と呼
ばれる地域外の人材が地域づくりの担い手となることが期待されています。
分かりやすく言うと、神林地区で生まれ育ち、現在は地区外で生活している方、生まれも育ち

も他地区の方が、神林地区に縁があり地区の活動に参加する方をいい、多くの方が神林地区に訪
れて活動することで、地域の活性化が図られることを期待しています。

関係人口創出事業実行委員会
会 長 竹内 友二

会 長 竹内 友二
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■実行委員会設立について

神林支所では昨年度に総務省の「関係人
口創出・拡大事業」のモデル事業を活用し、
神林地区５地域のまちづくり協議会、神林
地域活性化協議会の協力のもと、３つの取
組を行いました。
一つ目が地域活動などに継続的に協力・

参画する新たな人材の確保を図ることを目
的に短期インターン生による、道の駅に野
菜を出荷しているお母さん方のお手伝いと、
密着取材による交流事業。
二つ目に情報発信網の構築で、インスタ

グラムを使用した情報発信。
三つ目がワークショップを行い、神林地

区にあった形で今後も継続し関係人口を創
出する仕組み作りとして、道の駅を拠点施
設と位置づけイベントを開催することとい
たしました。
神林地区全体が関係人口の取組が出来る

よう、5地域のまちづくり協議会、神林地
域活性化協議会で「神林地区関係人口創出
事業実行委員会」を去る7月6日に立上げ
ました。

■神林地区関係人口創出事業実行委員会名簿

会 長 竹内 友二
副会長 佐藤 巧（調整部会長）
副会長 川﨑 澄子（運営部会長）
監 事 板垣 栄一（調整部会）
監 事 松本 富雄（運営部会）
委 員 内山 秋善（情報発信部会長）

（調整部会兼務）
委 員 大嶋 芳美（調整部会）
委 員 尾方 己酉（調整部会）
委 員 小池 信義（運営部会）
委 員 森田 和之（運営部会）
委 員 鈴木 佐登志（運営部会）

（情報発信部会兼務）

＼「 」獲得イベント／

道の駅神林「穂波の里」とれたて野菜市
～「カボチャのお化け＆気になるかかし祭り」～

１０月２４日（土）・２５日（日）
道の駅神林「穂波の里」にて開催決定！

詳しい内容は改めてお知らせします！！
乞うご期待(^O^)／

委 員 野澤 道雄（運営部会）
（情報発信部会兼務）

委 員 木村 竜也（調整部会）
（情報発信部会兼務）

委 員 岸 正浩（運営部会）
委 員 髙木 正雄（調整部会）
委 員 小田 徹（調整部会）
委 員 近 英俊（運営部会）
委 員 八藤後 瑞枝（調整部会）
委 員 天井 久美子（運営部会）

（情報発信部会兼務）
委 員 坂上 和（運営部会）

（順不同、敬称略）

地域外の学生を対象に開催した「かあちゃん
は魔法使い」プロジェクト

村上市地域おこし協力隊の臥牛山隊員を講師に
お招きして開催した「インスタグラム講座」

■昨年度の活動の様子

■ご意見・ご感想・問い合わせ

♦関係人口創出事業実行委員会
（神林支所地域振興課

自治振興室内）

♦電話・告知端末： 66-6122

♦メール
k.shinko-chiiki@city.murakami.lg.jp


